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国産トマトの旨みが詰まった
トマトケチャップ

社会を変える可能性を秘めたソーラーシェアリング
活動の原点は東日本大震災。震災後に福島県いわき市の支援に入
った際、東京電力福島第一原発事故の影響で大混乱していました。
その時、初めて「コンセントの向こう側」を意識しました。電気は
プラグを差し込んだら出てくる空気のようなものと感じていました
が、その向こう側はとんでもないことになっていました。子どもた
ちに安心・安全な未来を残したい。そのためにはきれいな水・食・
エネルギーが必要不可欠だと気づいたんです。
その後、FIT* が始まり太陽光パネルが急拡大しましたが、自然破
壊や地域トラブルなどネガティブな面が見えてきました。しかし夏
の猛暑など気候危機の影響も不可避。どうしたら良いか悩んでい
る時に出会ったのが、太陽光パネルと農作物で太陽光をシェアす
るソーラーシェアリングです。
事業を始めた神奈川県相模原市の山間部は耕作放棄地が拡大して
います。農業が成り立たず、仕事も少なく若者が定住しない。だ
からこそ、ソーラーシェアリングなら売電収入が得られ、農業を持
続可能にしていける。地域にそうしたモデル事業をつくることで、
次世代の希望が見えればと思いました。
*FIT：再生可能エネルギーで発電した電気を、電力会社が一定価格で一定期間
　　　買い取ることを国が約束する制度

太陽光発電に関する疑問
太陽光発電に関しては、正しくない情報も多いので惑わされずに
事実を伝えることが大事です。
太陽光パネル製造時に消費するエネルギーは、太陽光発電の運用
段階で相殺していくエネルギーペイバックタイムという考え方で
は、だいたい1年～2年で回収できます。また、太陽光発電は昼
しか発電できず、火力発電に依存するのではとも言われます。現

状は曇天時や夜間は火力発電に頼っていますが、世界的に蓄電池
価格の低下が急速に進んでおり、日本でも蓄電池をもっと積極的
に活用することで、再エネ比率の増加が期待できます。
太陽光発電は脱炭素に有効な技術で、コスト競争力もあります。
しかし、政府による太陽光発電の推進力が弱く、日本では今一つ
広がっていません。
また、設置の仕方や事業者のモラルが問われているのも事実。地
域と共生しながら最大限の導入を図るべきです。

良い発電所を応援することが、
良い社会づくりにつながる
現在、一般的な電力会社での火力発電の割合は約 7 割。電力会
社を切り替えず、現状維持することは、間接的に火力発電や原発
を支持することになります。
しかし、電気は無色透明。食品なら「この卵がおいしいね」と選
ぶ理由になりますが、電気は中身が見えにくい。だからこそ肌触り
を確認する機会が必要です。
発電所ツアーはその一つ。さがみこ
ファームに来ることで、太陽光発電の
イメージがポジティブに変わります。
ぜひ遊びに来てください。

ソーラーシェリアリングで社会を変える！
さがみこファーム×生活クラブの取組み
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楽部、生活クラブのトマトケチャップの提携生産者で
あるコーミ㈱と共同購入を行う生活クラブ連合会で
す。この４者で協力して、国産の加工用トマトの生産
から消費まですすめる事業の枠組みをつくりました。

安定的で継続性のある加工用トマトの生産に向けて
2020 年 2月、生活クラブ連合会は国産加工用トマトの生産者
や加工者と業務連携協定を締結しました。メンバーは種子や苗
の提供・栽培指導・ピューレへの加工を担う日本デルモンテ㈱、
野菜の提携生産者であり加工用トマトを栽培している㈲丸エビ倶 詳しくはこちら（生活クラブ連合会）▲

再生可能エネルギーの転換は必要だと思っていても「太陽光パネルって本当に環境にやさしいの？」「電気の切替って
どういうこと？」など、素朴なギモンを抱える方も多いのではないでしょうか。
今年2月、生活クラブと連携しながらソーラーシェアリング（営農型太陽光発電）に取り組むさがみこファームの山川
勇一郎さんを講師にでんきフォーラム「ソーラーシェアリングで食とエネルギーのテーマパークをつくる」を開催しまし
た。地域での実践、そして自宅の電気の切替が秘めている、未来と社会を変えるパワーについてお話いただきました。

2015年 たまエンパワー㈱設立、代表取締役社長就任
2019年 農業法人㈱さがみこファーム設立
　　　　相模原市初のソーラーシェアリングを手掛ける
2020年 ㈱さがみこファーム 社長就任

講師：山川勇一郎さん

＜さがみこファーム詳細＞
住所：【事務所】相模原市緑区三ケ木250-1
　　　　　　　  カサグランデ津久井202
　　　【農場】相模原市緑区青野原329
電話：050-3578-3356

会場では、さがみこファーム
で収穫されたブルーベリーや
はちみつなどを試食しました

きちんと知って、しっかり選ぶ
講演ではやはり「選べる」ことが印象に残りま
した。自分の払ったお金がどこにいくのか、無
知ではいられません。東京電力福島第一原発の
事故で、福島県に大きな被害を出してしまった。
時間がたって風化したように思えますが、まだ
終わっていません。ちゃんと勉強して、しっか
り選んでいきたい。そうしたことを自分のこと
ばで友だちにももっと伝えていきたいです。

参加者の感 想

まち・せたがや
平
ひらやま

山 真
まゆ み

弓さん

国の第7次エネルギー基本計画が決定されました。しか
し、これまで可能な限り依存を低減させるとしてきた原
発を最大限運用させる、問題が多いものとなりました。
市民の「原発はいらない！」「石炭火
力から脱却を！」という声を大きく示
すために、おおぜいの電気の切替が有
効です。

生活クラブでんきに切り替えを！

各地域で再エネ省エネフェアを開催！ぜひお近くの会場にご参加ください。


